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回帰分析
佐賀大学 新井康平

• 回帰とは、目的変数に
ついて説明変数を使っ
た式で表すことをいい
ます。この式のことを
「回帰方程式」、ある
いは簡単に「回帰式」
といいます。また、回
帰式を求めることを
「回帰分析」といいま
す。

• 次の散布図は都道府県
の人口密度と人口10万
人あたりの薬局の数を
示したものです。薬局
の数を目的変数、人口
密度を説明変数とする
とき、回帰式を求める
とどのようになるで
しょうか。

次の2つの図は散布図上に回帰式を描いたも
のです。このように、データに対しては様々
な回帰式を求めることができます：単回帰

重回帰分析

• このデータでは年
日照時間を目的変
数とし、残りの4
変数を説明変数と
します。年平均気
温を、人口密度を、
持ち家比率を、降
水量をとするとき、
次のような重回帰
式を求める

重回帰分析の偏回帰係数も、単回帰分析と同
様に最小二乗法で求めます。このデータを用
いてエクセル統計で重回帰分析を行うと、偏
回帰係数について次のような結果が得られま
す

決定係数：R2値

• 決定係数はデータに対する、推定された回帰式の当てはまりの
良さ（度合い）を表します。

• 決定係数は一般にσで示され、0から1までの値をとります。
• 1に近いほど、回帰式が実際のデータに当てはまっていること

を表しており、説明変数が目的変数をよく説明している

変動は二乗和として算出
• 「全変動」：実際のデー

タとデータ全体の平均値
との差を表します（上の
図の緑の部分）

• 「回帰変動」：推定され
た回帰式から得られた予
測値とデータ全体の平均
値の差を表します（上の
図の紫の部分）

• 「残差変動」：実際の
データと推定された回帰
式から得られた予測値と
の差を表します（上の図
の赤の部分）

「全変動」＝「回帰変動」
＋「残差変動」

• 決定係数は、説明変数が目的変数をどれ
くらい説明しているか、つまり「回帰変
動が全変動に対してどれだけ多いか＝残
差変動が全変動に対してどれだけ少ない
か」を表すものです。したがって決定係
数は、次に示すように回帰変動を全変動
で割ることで求められます。

• 次のデータは2015年プロ野球12球団のチーム成績を表したものです。
このデータを用い、「打率」、「得点」、「失点」、「防御率」の4
つの説明変数をから「勝利数」を予測するための重回帰式を求めます。
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データ選択 手法選択 変数選択
• 手法を選択するとダイア

ログが表示されます。重
回帰分析ではまず、分析
する変数を選択する必要
があります。

• 「勝利数」を「目的変
数」に、残りの「打
率」「本塁打」「得
点」「失点」「防御
率」を「説明変数」に
設定します。変数を設
定する際は「>」ボタ
ンを押します。

• 「変数選択」のタブを
クリックすると、重回
帰式に含める変数の選
択方法を選ぶことがで
きます。「全選択」を
選ぶと、説明変数に設
定した変数をすべて含
む重回帰式が算出され
ます。

回帰式の精度

• 回帰式の精度は「自由
度調整済み決定係数」
から確認できることは
27-4章で既に学びまし
た。エクセル統計では
決定係数の「修正R2
乗」に出力されます。
このデータでは0.6121
となっており、目的変
数を説明変数によって6
割程度説明できるとい
うことを示しています。

重相関係数

• 実際のデータと回帰式から求められた予測値との相関係数を
「重相関係数R」といいます。また、説明変数の数の割合が多
くなるほど重相関係数の値は過大評価されやすいため、この点
を調整したものを「自由度調整済み重相関係数（修正R）」と
いいます。決定係数は重相関係数の2乗に等しくなります。

LINEST関数による重回帰分析最尤推定

• LINEST 関数は、"最小二乗法" を使って指定したデータに最もよく
適合する直線を算出し、この直線を記述する配列を返すことによっ
て直線の補正項を計算します。 LINEST 関数を他の関数と共に使用
して、多項式近似、対数近似、指数近似、べき級数をはじめとする、
不明なパラメーター内で線形近似を示す他の種類のモデルの統計を
計算することもできます。 この関数は値の配列を返すため、配列数
式として入力する必要があります。直線は次の方程式で表されます。

y = mx + b：単回帰
または
y = m1x1 + m2x2 + ... + b：重回帰
• これは、x の値が複数の範囲にある場合に適用されます (ここで、従

属変数 y は独立変数 x の関数です)。

LINEST関数

• m の値はそれぞれの x の値に対応する係数であり、b は定数で
す。 y、x、および m がベクトル (1 次元配列) であり得ること
に注意してください。 LINEST 関数が返す配列は,

{mn,mn-1,...,m1,b} となります。 また、回帰直線の補正項も追加
情報として返されます。
y=mx+b→LINEST(目的変数、説明変数)→(m,b)
• 傾き:比例係数項
=INDEX(LINEST(既知の y,既知の x),1)
• y 切片:定数項
=INDEX(LINEST(既知の y,既知の x),2)
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=INDEX(LINEST(H2:H18,$B$2:$F$18),1)

Total(A) Total(B) Total
BT -0.00738 -0.00197 -0.00934
BP(H) -0.04382 -0.57586 -0.61969
BP(L) 0.735262 -0.84447 -0.10921
HB -0.09252 -0.08335 -0.17587
NS -19.1292 8.250936 -10.8783
Const. 738.9954 -125.069 613.9267
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